
　
　
　
　
　
　
　
け
　
す
　
り
　
　

　
　
　
　
㊤
纏
縫
殖
畏
虫
　
　
　
　

ヴ
ア
ソ
ソ
チ
ソ
著
拓
礁
局
飛
講

　
一
九
一
践
年
末
∂
序
玄
あ
る
薪
版
の
殖
畏
逗
な
り
。
原
著
者
ほ
フ
ラ
イ
プ

〃
ヒ
大
傘
の
助
教
授
鳳
り
。
大
慨
地
理
晦
撰
見
時
代
に
筆
な
起
し
、
総
量
賭

の
有
力
な
る
殖
畏
帝
國
ん
～
代
表
と
し
て
晒
代
別
を
試
み
、
即
絡
論
の
次
に
葡

人
、
蘭
人
、
佛
人
．
英
人
の
順
に
記
畏
し
、
特
に
英
人
ほ
北
米
、
加
奈
陀
、

印
度
、
環
洲
、
南
阿
等
に
分
ち
て
詳
蓮
し
、
一
八
七
六
年
以
後
は
英
國
の
猫

占
な
許
さ
y
る
時
代
即
新
蓮
諸
國
競
撃
の
時
代
と
し
て
之
な
遊
星
暗
事
と
し

こ
・
に
北
来
合
衆
酬
、
白
伊
諦
小
國
の
殖
民
な
記
し
、
母
後
に
濁
逸
の
殖
畏

な
蓮
べ
た
リ
。
　
療
書
は
行
文
下
間
環
流
甜
暢
、
　
近
斑
殖
畏
史
と
し
て
最
堤
ん
～
得
た

り
。
只
職
機
中
に
餓
で
ぬ
る
爲
か
、
動
も
す
れ
ば
筆
恥
曲
げ
て
静
國
に
當
リ

稽
公
正
な
ろ
客
槻
的
見
地
な
離
れ
六
る
嫌
な
き
に
あ
ら
す
、
其
巻
末
に
於
て

晋
島
の
焚
蓮
を
自
慢
自
讃
し
「
我
が
黒
髭
性
の
偉
大
、
強
健
に
し
て
卓
越
鷲

ス
遽
に
世
界
の
國
畏
れ
る
べ
き
我
等
が
天
職
ほ
、
此
の
地
に
於
て
戒
功
し
六

リ
」
「
今
や
獄
逸
ほ
新
支
那
の
数
師
六
リ
砦
導
者
六
ろ
の
役
に
任
び
た
り
」
と

云
ふ
あ
た
り
拭
よ
く
潤
聴
罪
想
の
彷
彿
た
ろ
な
認
め
し
む
。
　
（
債
一
、
八
O

帝
麟
地
方
行
政
學
・
曾
難
行
）

　
　
　
　
　
り
　
り
　
　
　
り
　
　
　
む

　
　
　
　
④
朝
鮮
地
華
燭
職

　
朝
鮮
の
臨
時
土
地
調
査
局
レ
て
全
逼
の
土
地
調
査
存
行
ひ
た
ろ
結
果
な
縮

成
し
r
る
も
の
な
り
、
大
勢
、
粁
政
匿
域
，
河
摂
由
岳
，
海
岸
線
、
島
喚

経
説
等
の
各
項
に
分
ち
、
其
艦
誕
、
延
長
、
為
度
、
周
期
、
叉
は
物
償
等
恥

第
四
巻
　
　
翻

介

最
鰭
の
測
定
叉
は
計
量
に
よ
リ
ィ
、
数
量
的
に
掘
返
し
、
溺
に
多
く
の
漸
弼
圏

地
㎜
回
、
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
等
を
添
へ
ぬ
り
。
朝
鮮
…
地
誌
の
心
学
量
的
記
蓮
と
し
て

最
新
且
私
讐
離
怠
ろ
材
料
秘
提
侠
し
た
る
も
の
な
り
。
（
非
壷
晶
、
朝
鮮
総
薯

府
出
版
）

　
　
　
　
㈱
同
｝
戸
二
あ
ノ
＜
一
一
辞
9
諏
0
9
｝
戸

　
　
　
　
　
≧
暮
ユ
巳
溜
ソ
【
罠
茸
．
（
％
O
♂
く
　
嘱
O
吋
同
（
　
H
ゆ
一
Q
o
）
　
　
　
　
　
　
」

　
著
者
は
来
國
博
物
館
員
ト
て
、
…
九
一
二
年
帯
考
量
亜
な
振
り
出
し
に
、

馬
齢
ル
一
ゐ
凶
年
斗
恥
で
、
じ
　
南
来
各
翻
叩
に
野
童
動
痂
鴇
探
磁
器
逆
行
な
な
ぜ
し
暗
の
紀
行

丈
が
即
本
書
な
り
。
共
行
程
十
五
萬
哩
に
亙
り
、
ア
ン
デ
ス
、
オ
リ
ノ
コ
、

ア
マ
y
ン
、
パ
ラ
ガ
イ
河
、
バ
ム
パ
ス
の
各
地
心
蹟
聾
し
、
其
地
の
見
聞
談
、

探
集
談
な
面
自
く
書
き
下
し
、
譲
者
な
し
て
識
ら
す
知
ら
ず
の
闘
に
南
濠
の

自
然
に
接
す
ろ
の
患
あ
ら
し
む
。
蓋
し
鯉
妙
な
ろ
紀
行
丈
と
云
ふ
べ
し
・

　
　
　
　
趣
勺
黛
竃
。
り
。
紫
。
慶
．
（
勾
諺
三
n
づ
．
踏
臼
｝
三
5
㎏

　
　
　
　
　
釜
年
O
O
・
心
墨
筒
5
H
・
・
犠
）

　
航
海
業
者
の
爲
に
大
挙
洋
沿
岸
諸
罎
の
貿
易
，
絵
出
入
国
賓
、
噸
税
、
濾

上
保
瞼
、
蓮
賃
、
運
楡
業
煮
、
主
要
蛭
類
の
臨
▼
情
、
天
利
信
號
等
な
記
し
距

る
も
の
に
一
L
、
頗
る
便
利
な
る
一
種
の
案
内
酷
な
リ
。
〔
以
上
下
田
〕

　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
の
　
　
　
り
　
ゆ
　
む
　
こ
　
む
　
　
　
ゆ
　
の

　
　
　
　
⑭
京
覇
府
史
蹟
寺
巡
調
査
會
無
漏
　
舞
一
心

京
都
府
に
て
は
先
年
家
斑
蹟
勝
地
調
査
會
な
起
し
、
笹
内
の
皮
蹟
及
名
勝

地
の
調
査
レ
表
彰
及
び
共
保
存
な
園
－
一
驚
り
し
が
、
今
織
蚊
ハ
寧
業
の
一
と
t

藻
三
三

禍
五
五
　
宝
〇
九
）

魁



・
壷

第
四
谷
　
　
紹

介

て
調
査
郵
．
皆
ん
λ
聴
す
る
に
至
れ
リ
。
本
書
に
鉱
舞
H
研
に
し
て
．
火
興
百

四
十
夏
、
　
コ
剛
堅
犀
プ
潤
…
版
五
†
赫
い
め
リ
。
魯
盲
に
賦
岡
奪
同
騨
難
賊
長
．
取
ろ
由
暴

露
帝
國
大
墨
の
三
浦
内
田
、
濱
田
、
内
藤
四
丈
學
警
士
、
厨
ご
く
策
京
帝
國

大
豊
毘
板
丈
串
博
士
の
趾
の
調
職
事
粟
に
罰
訣
二
〇
意
見
を
載
ぜ
、
塞
丈
に
に

調
査
委
員
菜
學
＋
西
田
直
二
鄭
，
擁
源
末
治
二
氏
の
報
告
6
3
リ
（
）
記
載
事
項

に
、
京
部
市
葎
始
め
其
隣
接
の
歴
覧
。
熱
沙
，
乙
訓
．
宇
拘
、
等
の
餐
郡
よ

り
丹
波
の
桑
因
郡
、
丹
後
の
與
謝
，
ゆ
、
竹
野
、
熊
野
の
錆
郡
に
及
び
、
業

調
査
り
範
幽
も
省
器
時
代
の
邊
跡
、
古
墳
，
及
較
ー
ー
輩
瓢
品
の
研
究
、
邸
舘
、
・

寺
院
鰹
魏
よ
リ
佛
繰
金
混
一
、
古
悪
書
等
の
各
方
面
に
亘
れ
る
な
見
る
。
其

癖
主
な
う
も
の
に
は
、
聚
集
第
泄
蛭
、
嘉
”
膵
寺
跳
跡
、
紀
炉
郡
唐
人
雁
木
平

縁
聰
禮
雲
上
睦
地
及
び
關
係
誕
録
，
多
田
方
形
墳
り
如
き
寵
客
の
鷲
細
な
る

も
の
、
叉
、
天
治
二
年
准
銘
四
面
石
佛
、
慶
長
年
醐
無
謬
数
焦
縫
暴
碑
、
頭

単
帯
、
乙
訓
寺
、
大
宅
盛
徳
瓦
の
如
き
翻
版
、
G
相
惚
ち
イ
、
興
趣
あ
る
も
の
等

あ
り
。
岡
版
に
於
て
に
丹
波
丹
後
地
方
に
て
蟹
見
の
汽
器
譜
代
遺
品
輿
謝
郡

饗
美
並
鐸
，
西
方
券
及
長
呼
．
寺
聞
蠣
陀
復
、
安
樂
崇
藥
帥
霊
像
，
魏
音
寺
新

藏
艘
臣
秀
次
秀
頼
自
慢
轡
状
の
如
き
宋
だ
世
に
知
ら
れ
ざ
ろ
も
の
等
多
し

由
來
｛
泉
都
府
…
ぽ
血
沖
蹟
と
名
勝
地
に
富
む
こ
と
全
國
の
餓
一
一
に
位
す
べ
し
、
　
從

っ
て
典
調
査
綴
管
が
共
内
容
に
於
て
蟹
μ
な
る
亦
當
に
然
る
所
な
り
。
本
書

の
如
く
其
報
告
に
よ
っ
て
初
め
て
世
に
紹
介
ゼ
ら
る
～
も
の
多
く
猷
づ
ろ
は

史
蹟
名
勝
踊
保
拶
婁
重
の
念
な
増
勢
ぜ
し
む
ろ
上
に
効
あ
る
の
み
た
ら
ず
、

第
三
號

一
玉
六
ハ
五
一
9

叉
雲
上
海
賦
の
資
料
奄
提
供
す
ろ
も
の
な
り
。
厚
臼
海
景
都
府
騰
慢
琶

　
　
　
　
⑪
旨
旨
鞭
ゆ
撫
輸
鰭
繰
土
龍
か
踵
贈
登
鞭
津

　
朝
鮮
総
督
府
が
六
距
五
年
差
リ
五
年
計
書
な
以
て
全
湛
三
旦
リ
ズ
開
始
鉱

ろ
古
罪
調
査
農
業
の
錆
一
年
度
の
報
管
害
訟
リ
。
四
六
華
魏
六
百
頁
に
近
毎
、

大
燈
に
て
、
調
査
に
從
帯
電
る
嗣
…
野
，
毘
誰
畝
、
今
画
、
逸
見
四
委
昌
鈷
及
び
谷

井
嘱
翫
の
提
禺
理
る
研
究
載
皆
か
敢
め
、
溺
に
巷
顕
銘
す
ろ
に
詞
唐
古
跳
調

査
論
難
ρ
の
嶽
要
海
以
て
し
六
リ
9
既
の
内
今
薦
委
員
の
報
出
口
は
五
百
三
十
飴

頁
蚕
占
め
、
第
＝
緑
畿
甑
岩
棚
篇
佛
讃
山
城
竣
及
佛
嚴
出
寸
調
査
講
、
第
『

同
高
評
郡
北
漢
由
瀧
惣
狸
蹟
調
査
豊
齢
，
第
三
京
畿
艶
語
州
郡
，
界
川
認
、

駿
州
郡
、
加
苧
簾
、
楊
學
郡
，
鼓
淵
叢
，
開
域
瓢
，
江
繁
郡
、
黄
浜
誼
挙
山

翌
翌
総
勢
よ
り
球
リ
，
第
三
は
輿
ド
痙
な
呉
の
地
に
於
σ
る
各
楓
慧
猷
の
報

告
と
高
溶
韻
塞
に
關
げ
ろ
試
漕
的
調
益
報
皆
に
溺
つ
べ
し
。
鑑
版
委
員
の
報

皆
に
黄
海
誰
隈
葉
郡
馬
出
郡
、
挙
都
電
訟
大
同
郡
、
蒋
岡
郡
、
安
州
郡
、
第

・
安
男
数
，
義
弼
瓢
．
瀧
州
郡
、
摂
州
郡
の
諸
地
方
に
減
ろ
－
．
の
、
關
野
委
員

の
報
ゆ
育
書
綻
跳
ハ
の
年
度
の
野
盗
に
於
い
て
ロ
獣
も
重
大
な
ろ
結
果
を
歌
め
た
る
、

耶
安
郡
無
縫
郡
樂
漂
郡
の
古
墳
恥
靭
め
順
隅
郡
、
龍
駕
郡
の
高
詠
麗
時
代

逡
蹟
の
調
査
な
載
門
守
り
．
訂
し
て
薄
層
委
員
の
報
皆
は
挙
安
墾
道
、
黄
海

道
の
沼
器
時
代
潰
蹟
に
囎
㍗
・
、
谷
弁
囑
託
の
そ
れ
に
早
安
南
泌
、
晩
蓮
面
の

特
殊
古
墳
の
調
査
報
出
口
な
り
G
燈
尼
等
の
吊
出
q
に
蹴
ハ
の
絹
狙
一
た
ら
嶋
，
じ
例
へ

ば
一
方
高
麗
陵
暴
鯛
三
雲
皆
の
實
端
精
製
に
基
き
現
獣
構
逡
准
詳
解
し
，
之

，



准
交
献
に
単
比
　
オ
、
鴬
代
．
陵
制
研
究
の
基
礎
囎
記
載
奄
な
ぜ
る
3
、
の
あ
る
と

共
に
他
方
鞄
行
始
に
近
き
簡
輩
球
る
報
告
あ
り
，
叉
綜
婚
的
詳
論
的
な
ろ
あ

り
。
さ
れ
ど
何
れ
も
其
の
專
門
の
立
場
よ
り
研
究
の
結
果
な
記
述
ぜ
る
に
於

い
て
一
致
し
、
添
ふ
る
に
翼
翼
實
測
岡
等
各
植
類
に
㎜
旦
る
勲
｝
臼
の
版
か
以
て

ぜ
る
に
潰
蹟
の
性
質
編
戸
に
す
る
此
の
種
の
報
告
書
と
し
イ
、
最
も
見
る
べ
く

蜀
り
卒
島
の
北
畑
に
閥
す
る
知
識
礫
箕
と
な
す
の
み
な
ら
す
、
古
代
東
亜
奥

の
研
究
上
に
幾
多
の
好
資
料
を
與
ふ
。
文
誤
植
の
甚
だ
多
く
、
本
丈
と
圏
版

の
饗
照
の
如
き
叉
相
合
ぜ
ざ
る
も
の
少
な
か
ら
ざ
る
侯
惜
む
べ
斗
・
な
り
。
因

に
燕
の
書
も
と
非
樫
品
行
る
も
，
穐
部
實
費
秘
以
て
藷
望
事
に
分
興
ぜ
ら
る

べ
し
と
閥
く
O
（
非
壷
晶
、
甥
鮮
総
督
府
狡
行
）
〔
梅
源
〕

　
　
　
　
　
魎
難
　
　
誌

　
　
　
　
　
り
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
ゆ
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
　
　
融
経
子
に
箆
え
六
る
巨
人
　
　
　
　
丈
學
博
士
　
桑
擦
隙
…
藏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藝
交
第
十
年
策
五
號
所
載
｝

　
究
秦
の
害
籍
に
鷹
見
ゆ
る
宋
人
は
一
種
の
薫
質
存
具
へ
て
、
縛
れ
も
燧
愚

頑
翼
の
人
物
為
代
表
し
、
洪
の
所
行
は
欝
時
の
世
人
の
髪
軽
侮
の
種
と
な

り
み
も
の
多
し
。
孟
子
公
孫
墨
堤
に
見
ゆ
う
苗
の
成
育
を
速
な
ら
め
し
む
と

し
て
之
を
桔
死
ゼ
し
め
し
話
、
殉
霜
天
瑞
篇
に
見
ゆ
る
密
盗
な
な
ぜ
し
話
、
同

黄
帝
篇
に
見
ゆ
る
狐
公
朝
三
暮
四
の
話
、
斑
暢
朱
篇
に
見
ゆ
る
國
君
に
献
喧

の
愚
布
致
見
ろ
誰
、
叉
荘
子
遣
遙
愚
論
に
見
ゆ
る
章
甫
買
占
の
話
、
左
傳
公

羊
傳
に
見
ゆ
る
朱
の
嚢
公
の
仁
の
此
等
に
弼
れ
も
試
刷
癒
愚
布
議
明
す
る
斑
料

な
る
が
、
何
故
か
く
貰
子
頑
冥
な
り
し
か
に
つ
い
て
は
、
周
が
駿
に
代
り
て
．

天
下
な
一
統
し
て
よ
リ
支
那
古
代
の
習
償
と
し
て
新
嗣
度
な
天
下
に
施
行
憾

し
も
、
唯
農
と
特
別
の
蘭
係
あ
る
商
士
農
高
は
典
の
犠
m
俄
故
俗
に
循
ぶ
な
許

し
し
か
ば
、
磯
の
後
な
承
け
顧
る
宍
國
は
鯖
に
其
の
蕉
禮
な
規
び
、
農
に
欝

す
る
執
韓
心
と
嗣
に
醤
す
ろ
醗
撫
心
に
驕
ら
れ
て
必
要
以
上
に
蕉
償
故
習
な

周
害
ぜ
し
結
果
、
轡
釈
戦
國
の
交
し
及
び
て
も
特
殊
の
衣
冠
國
風
准
墨
守
し
、

從
っ
て
二
人
は
世
間
の
注
意
か
惹
き
頑
冥
の
人
物
・
と
し
て
代
表
ゼ
ら
ろ
」
に

黛
り
し
も
の
な
り
と
三
三
る
。
〔
那
波
〕

第
四
巻
　
　
紹

介

號

一
瓢
七
　
（
五
桶
圃
）


